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想定最大規模降雨による洪水浸水想定区域図の公表について 

 
 近年、大雨や短時間強雨の発生頻度が増加し、全国各地で毎年のように甚大な洪水被害

が発生しています。 
このような中、従来は河川整備において基本となる降雨を前提として作成・公表してき

た洪水浸水想定区域図について、平成２７年５月の水防法改正に伴い、「想定最大規模降雨

による洪水浸水想定区域図」（以下「想定最大浸想図」という。）を新たに作成することと

なりました。 
和歌山県が管理する洪水予報河川と水位周知河川を合わせた２０河川のうち、有田川な

どの７河川については昨年２月に公表を行いましたが、今回、古座川など残る１３河川に

ついて、新たに想定最大浸想図を作成しましたので公表します。 
なお、一部の河川では河川整備において基本となる降雨を前提とした浸水区域、浸水深

についても、今回見直しを実施しています。 
今後は、関係市町に対して想定最大浸想図に基づく洪水ハザードマップの早期作成を働

きかけてまいります。 
 

記 
 

１．対象河川：橋
はし

本川
もとがわ

、広川
ひろがわ

、山
やま

田川
だ が わ

、日
ひ

高川
だかがわ

、印南川
い な みが わ

、切目
き り め

川
がわ

、南部川
み な べが わ

、富田
と ん だ

川
がわ

、 

     日置川
ひ き が わ

、周参見川
す さ み が わ

、古座川
こ ざ が わ

、太田
お お た

川
がわ

、那智
な ち

川
がわ

 

 

２．公表内容：○想定最大浸想図 

浸水区域、浸水深、浸水継続時間、家屋倒壊等氾濫想定区域 

 

       ○河川整備において基本となる降雨による洪水浸水想定区域図 

浸水区域、浸水深 

（一部の河川において見直しを実施） 

 

３．閲覧場所：県土整備部 河川・下水道局 河川課 

       各振興局建設部 ※当該建設部管内に所在する河川のみ 

       各市町村役場  ※当該市町村内に所在する河川のみ 

 

４．ホームページ：https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/080400/soutei/soutei.html 
 
５．その他：貴志川（紀美野町～海南市）についても水位周知河川の指定と併せて、想定

最大浸想図及び河川整備において基本となる降雨による洪水浸水想定区域図

を令和２年７月頃に公表予定 
 

問い合わせ先 
担当課 河川課 
担当者 岸岡、西 
電 話 073-441-3074 



 

～参考～ 

 
公表内容 

 従前 今回公表 
浸水区域、浸水深 計画規模相当の降雨 想定最大規模の降雨 
浸水継続時間 規定なし 想定最大規模降雨による洪水時に、

避難が困難となる浸水深（50cm 以

上）が継続する時間 
家屋倒壊等氾濫想定区域 
（氾濫流、河岸侵食） 

規定なし 想定最大規模降雨による洪水時に、

家屋の流出、倒壊をもたらすような

氾濫流や河岸侵食が発生するおそ

れがある区域 
 
 
用語の説明 

洪水浸水想定区域 ・水防法第１４条に基づき、洪水予報河川及び水位周知河

川について、洪水時の円滑かつ迅速な避難を確保し、又

は浸水を防止することにより、水災による被害の軽減を

図るため、当該河川が氾濫した場合に浸水が想定される

区域として河川管理者が指定する。 
洪水予報河川 ・水防法第１１条第１項に基づき、流域面積が大きく、洪

水により相当な損害を生ずるおそれがあるものとして

指定した河川。 
・気象庁長官と共同して、洪水のおそれのある状況を基準

地点の水位又は流量を示して洪水の予報を行う。 

水位周知河川 ・水防法第１３条第２項に基づき、洪水予報河川以外の河

川のうち、洪水により相当な損害が生ずるおそれがある

ものとして指定した河川。 
想定最大規模降雨 ・日本を降雨の特性が似ている１５の地域に分け、それぞ

れの地域において観測された最大の降雨量により設定

することを基本とする。 
 
 

 


